
１．はじめに 

国の重要文化財建造物のうち民家（重文民家）は、意

匠、技術、歴史、学術、地方色のいずれかにおいて価値

が高く、保存すべき代表的な民家として指定されたもの

である。重文民家は、建物としての価値に加え、その土

地の気候風土や歴史・文化に対応した佇まいを持ち、住

まいと暮らしの歴史を伝えるソフト面の価値を併せ持っ

ているといえる。 

 2017 年 5 月時点で重要文化財の指定を受けている建

造物のうち、近世以前の民家（大部分が農家と町家）は

353 件にのぼる。その半数以上が個人所有である。所有

者らが暮らすことで、重文民家は建物と居住文化を維持

してきたといえる。筆者らが「特定非営利活動法人 全

国重文民家の集い」1)にご協力いただき、全国の個人所

有者を対象に行ったアンケ－ト調査（159 名回答、2012

年実施）では、所有者の半数近くが 70 歳代以上で、60

歳代を含めると 80％近くに達した。所有者の高齢化が著 

 

 

 

しいが、「このまま個人所有・管理を続けたい」意向が

60％にのぼった。その一方で「個人所有は限界に達して

いる」との回答が 80％を超えた。所有者の高齢化に相ま

って日常の維持管理費の負担や後継者の課題などが、個

人所有の継続を困難にしつつあると考えられた文 1）。  

 重文民家は本来、個人所有であるが、個人での管理が

困難になり、市町村等へ移管されるケ－スが徐々に増え

ているのが現状である。本稿では、全国の公有重文民家

を対象にした調査から、公有化の経緯および維持管理の

現状を把握するとともに、生活道具の活用を通じて公有

重文民家で居住文化を伝える工夫についても検討する。 

建築分野でのわが国の歴史的民家に関する研究は、地

域的な平面や架構に関する研究、地域の民家の歴史的な

成立過程や発展過程の研究、移築や保全技術の研究、年

代測定手法等の研究が従来から蓄積されてきた。歴史的

民家の再生と利活用、さらには民家を核とした地域のま 

ちづくりに展開する研究もみられる。 
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  In Japan over 50% of historic houses as important properties (Jubun Minka) are owned by private 

individuals and their families. They have lived in Jubun Minka and have maintained their houses and 

housing culture. But Jubun Minka took into the public ownership are gradually increasing.  

  We researched about the progress of public ownership of Jubun Minka and their current condition 

 of management. We conducted a questionnaire survey for local governments owning Jubun Minka, 

and we had 99 answers. As the results, about 60% of them have been donated to local governments.  

For many local governments, it is heavy burden to manage Jubun Minka. This means if it is possible 

to reduce the economic load of owner's management, the economic load on local governments would be 

reduced 
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本稿でᢅう重文民家の日常の維持管理や居住文化に↔

点をᙜてた文⊩としては、前㏙した全国重文民家の集い

⦅著のࠗ重文民家と生きる࠘文 2)がある。本᭩では重文民

家の所有者の立ሙからみた個人所有重文民家の維持管理

や継ᢎの課題が㏙べられている。また、ዉⰋ文化財研究

所ࠗ重要文化財民家保存ಟ理㈨ᩱ （࠘2003 年）文 3)では全

国の重文民家のᇶ♏ࢱ－ࢹが♧され、大野によって保

存・ಟ理のためのᇶ♏となる分ᯒが行われている。この

୰で、大野は重文民家の保全における日常管理の重要ᛶ

にもゐれており、本研究につながるど点がみられる。ま

た、保存移築のほ点から公的管理に移行した重文民家に

ついては、平ᒣによって、その特ᛶ分ᯒが行われている

文４）５）。しかしながら、全国の公有重文民家を対象にし

て、公有化の経緯や維持管理の現状を把握した研究は行

われていない。本研究では、᪤調査よって個人所有重文

民家の維持管理や活用の課題を把握しており、その上で

公有重文民家の課題を検討するものである。 
 
㸰．研究の᪉ἲ 
 本稿は、以ୗのつの調査によるものである 2）文 6）。 
1）公有重文民家を管理する市町村の担ᙜ者を対象とし

たアンケ－ト調査 
文化ᗇのࠗ国指定文化財等࣋ࢱ－ࢹ－ス࠘3）から公有

重文民家をᢳฟし、重文民家を所有・管理するྛ市町村

4）の教育ጤ員文化課等の担ᙜ者を対象に、ᙜヱ重文民

家の維持管理や活用についてのアンケ－ト調査を実施し

た。な調査㡯┠は、公有化の経緯、公有化以前の状ἣ、

現ᅾの維持管理や公開についてである。調査対象の重文

民家はࠗ国指定文化財等࣋ࢱ－ࢹ－ス࠘の分㢮における

「近世以前㸭民家」をᇶ本とした。これらのṤどは農家

と町家（本㝕などのᐟሙ建築を含ࡴ）である。「近世以前

㸭民家」に㢮ఝするものとして、「近代㸭住居」のうち

ᒇᙧᘧが農家または町家のものも対象とした。なお、「近

世以前㸭民家」「近代㸭住居」ともに、民家ᅬや博物館に

移築保存され展♧施タとして管理されているものは調査

対象から㝖እした。以上から、120 住Ꮿをᢳฟした。 
調査は 2015 年 11 月に調査⚊を㒑㏦㓄ᕸし、㒑㏦回

の方法で実施した。調査⚊には住Ꮿ名をグ㍕し、ᙜヱ市

町村が」数の重文民家を所有・管理しているሙྜは、住

Ꮿごとに回答を౫㢗した。㓄ᕸ数 120 件に対し、回数

は 99 件（有ຠ回⋡ 83.3％）である。 
2）公有重文民家の調査 
アンケ－ト調査の⿵㊊として、公有重文民家のに

ついて、市町村の担ᙜ者や管理者を対象にࣄアࣜンࢢ調

査を行い、維持管理や活用の具య的なෆᐜを把握した 5）。 
  

㸱．公有化ᮇࡓࡳࡽ≉Ⰽ 
 アンケ－ト調査の分ᯒにඛ立って、ࠗ 国指定文化財等

ス－࣋ࢱ－ࢹ か࠘ら「近世以前㸭民家」、および「近代㸭

住居」のうちᒇᙧᘧが農家または町家の住Ꮿをᢳฟし、

その所有ᙧែを㒔道ᗓ┴ูにみてみた（ᅗ㸯）。全国つᶍ

で公有化の全యീをみるために、ここでは民家ᅬや博物

館に移築保存されている重文民家も加えている。所有ᙧ

ែの分㢮は、「個人」「財ᅋ法人」「個人と市町村」「民㛫

ᴗ」「市町村または㒔道ᗓ┴」に分㢮した。「財ᅋ法人」

のከくは、重文民家の所有者が代表者となった「財ᅋ法

人ࠐࠐ家住Ꮿ保存」のᙧをྲྀるものである。「市町村ま

たは㒔道ᗓ┴」所有が公有重文民家である。このᅗから、

重文民家の分ᕸは㒔道ᗓ┴によりᕪがあるが、全国的に

重文民家の公有化が㐍ࢇでいることがわかる。関ᮾから

ᮾ地域に公有重文民家がややከく、ᒾ手┴では 12 住

Ꮿすべてが公有化され、一部は博物館や民家ᅬに移築保

存されている。⚄ዉᕝ┴では、12 住Ꮿのうち 7 住Ꮿがᕝ

ᓮ市立民家ᅬでの移築保存である。 
つࡂに、アンケ－ト調査に回答いただいた 99 住Ꮿに

ついて重文指定年と公有化年の関ಀをみてみた（表㸯）。

ᅗ 1 㒔㐨ᗓ┴ูにࡓࡳ重文民家のᡤ有ᙧែ 
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1969年以前 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代

重文指定年 21（21.2） 42（42.4） 6（　6.1） 9（　9.1） 21（21.2）

公有化年 8（　8.1） 31（31.3） 14（14.1） 23（23.2） 23（23.2）

⾲ 1 重文ᣦᐃᖺと公有化ᖺ㸦N=99㸧 ఫᏯᩘࠊ㸦 㸧ෆ㸣 

重文指定は 1970 年代の 42 住Ꮿをࢡ－ࣆにして、1970
年代以前が全యの 63.6％を༨める。1965 年㡭から文

化ᗇの⿵ຓ㔠により、全国つᶍで民家の⥭ᛴ調査が実

施されたことと関ಀしていると考えられる。一方、公

有化も 1970 年代が᭱もከいが（31 住Ꮿ）、1990 年代

と 2000 年代にも 23 件ずつฟている。 
さらにᅗ 2 では、99 住Ꮿの重文指定年と公有化年を

ぼトして♧した。全యとしては、重文指定とࢵࣟࣉ

ྠ時ᮇに公有化された住Ꮿ（対ゅ⥺近）がከいこと

がわかる。しかし、2000 年以㝆に重文指定された住Ꮿに

は、指定以前から公有のケ－スもከい（対ゅ⥺よりୗ）。

また1960年代後半から1970年代に重文指定を受けた住

Ꮿには、1980 年代から 2010 年代にかけて、公有に移行

したケ－スが┠立つ（対ゅ⥺より上）。 
公有化にあたり、ඖのሙ所から移築された住Ꮿは全య

で 25 件（25.3％）であった。それらはすべて 1980 年代

までに重文指定を受けた住Ꮿである（表 2）。重文民家を

建物だけではなく、生活⎔ቃも含めて保存するにはඖの

ሙ所で保存されることがᮃましいと考えられるが、かつ

ては移動することがᑡなくなかったことがわかる。また、

建物（㝃ᒓᒇ含ࡴ）とᩜ地を公有化したケ－スが 53 住

Ꮿ、建物とᩜ地に加え㞄᥋地も公有化が 18 住Ꮿである

が、建物のみの公有化も 27 住Ꮿ（27.3％）を༨めた。 
 
㸲.公有化の経緯について 

表 3 は公有化以前の所有者の居住状ἣ、ᅗ３は公有化

に⮳った理⏤を♧す。公有化以前は過半数の 55住Ꮿで、

重文民家に所有者や家᪘が居住していた。ᩜ地ෆのูᲷ

も含めると 68 住Ꮿ（⣙ 69％）で、所有者が重文民家の

所ᅾ地に暮らしつつ住Ꮿを管理していたことがわかる。 
公有化の理⏤はከᒱにわたり、公有化時ᮇがྂいもの

には᫂もከい。全య的なഴ向としては、「日常管理の経

῭負担」ついで「大つᶍಟ理の経῭負担」の回答がከく、

ᙜのṚஸや後継者がいないことよりも、経῭的な負担

が公有化につながっていることが❚える（ᅗ 3）。 
公有化にあたり、重文指定の建物については⣙ 60％に

相ᙜする 59 住Ꮿが、所有者から⮬యへのᐤ㉗による

ものである（表４）。一方、土地については所有者からの

ᐤ㉗は 24 住Ꮿとややᑡなく、ᙜヱ市町村の費用や㒔道 

 

 

ᗓ┴からの⿵ຓ㔠でྲྀᚓするケ－スがከい（表 5）。表 5

の「ᙜ家からᐤ㉗された」という回答を時ᮇูにみると、

1970 年代以前に公有化した住Ꮿでは 10％ྎであったが、

1950

1960

1970

1980

1990

2000

2010

2020

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

重文　　場所

指定年

公有化前と
同じ位置
N=73

敷地内で建
物を移動
N=1

公有化前と
は異なる場
所に移築
N=25

小計

1969年以前 14(　66.7） 0（0.0） 7（33.3） 21

1970年代 26（　61.9） 1（2.4） 15（35.7） 42

1980年代 3（　50.0） 0（0.0） 3（50.0） 6

1990年代 9（100.0） 0（0.0） 0（　0.0） 9

2000年以降 21（100.0） 0（0.0） 0（　0.0） 21

重文ᣦᐃの

ఫᏯ࡛ᬽࡽ

ᘓࠊつつࡋ

管理ࢆ≀

ᩜᆅෆࡓࡲ

は㏆᥋のู

Ჷ㸦管理

Ჷ㸧࡛ᬽࡽ

つつ管理ࡋ

重文ᣦᐃの

ఫᏯとは㞳

ているࢀ

がྠࠊじᕷ

⏫ᮧෆにᬽ

て管理ࡋࡽ

重文ᣦᐃの

ఫᏯとはู

ᕷ⏫ᮧ࡛࠶

るがྠࠊじ

㒔㐨ᗓ┴ෆ

にᬽࡋࡽつ

つ管理

重文ᣦᐃの

ఫᏯとはู

の㒔㐨ᗓ┴

にᬽࡋࡽつ

つ管理

࡞ࡽࢃ

い࣭↓ᅇ⟅

55（55.6） 13（13.1） 9（9.1） 3（3.0） 11（11.1） 8（8.1）

㹖㍈㸸重文ᣦᐃᖺ 

㹗㍈㸸公有化ᖺ 

ᅗ 2 重文ᣦᐃᖺと公有化ᖺのࢺࢵࣟࣉ㸦N=99㸧 

⾲ 2 公有化にと࠺࡞ࡶᘓ≀⛣ືについて(N=99) 

⾲ 3 公有化௨๓のᒃఫ状ἣ㸦N㸻99ࠊ㸦 㸧ෆ㸣㸧 

ᅗ 3 公有化の理⏤㸦N=99,」ᩘᅇ⟅㸧 

％ 
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ᅗ㸲 ⮬యが維持管理ࡍࢆるୖ࡛の㈇ᢸ㸦N=99ࠊ」ᩘᅇ⟅㸧 

ᕷ⏫ᮧ䛾
⫋ဨ䜔㞠
⏝⪅䛜┤
᥋⟶⌮

ᕷ⏫ᮧ䛾
እ㒌ᅋయ
䛜⟶⌮

指定⟶⌮
⪅に⟶⌮ᴗ
ົをጤク

ᙜヱఫᏯ
䛾ಖᏑ
䜔ά動⤌
⧊➼にጤク

䝪䝷䞁䝔䜱
䜰にጤク

䛭䛾

52（53.1） 3(3.1） 14（14.3） 10（10.2） 2（2.0） 17（17.3）

⾲㸴 公有重文民家の管理について㸦N=99ࠊ㸦 㸧ෆ㸣㸧 

1980 年代㹼1990 年代では 20％ྎ、2000 年以㝆に公有

化した住Ꮿでは 43.4％であった。近年は土地もᐤ㉗する

ケ－スが増えるഴ向がでている。 
個人所有の重文民家を維持するሙྜ、家ᒇᩜの清ᤲや 

建具の⿵ಟ、ᗞの定など日常の維持管理費の負担が大

きいが、市町村によるᕪがあり⿵ຓがṤどないケ－スも

ከい。また、大つᶍಟ理には᭱大 85％の国ᗜ⿵ຓがある

ものの、工⥲㢠が数൨にのぼることもᑡなくないこ

とから所有者の負担はከ㢠である。こうした大つᶍಟ理

や日常の維持管理に関わる経῭的負担が、市町村への建

物や土地のᐤ㉗につながっていると考えられる。 

 
㸳.公有重文民家の現ᅾの維持管理と公㛤状ἣ 

公有重文民家の維持管理のᙧែは、市町村の直᥋管理、

指定管理者へ౫ク、保存にጤクなどከᵝなᙧែがある

が、回の調査では市町村の直᥋管理が 52 住Ꮿ（53.1%）

を༨めた（表㸴）。年㛫の維持管理費は、100 ᮍ‶が

30.3％を༨める一方で、1,000 以上のもみられ

る（表㸵）。これは建物や土地のつᶍや管理手法がᙳ㡪し

ていると考えられるが、その点については把握できてい

ない。平ᆒ㔠㢠は⣙ 537 である（↓回答㝖く）。そ

のうち、人件費部分の年平ᆒ㢠は⣙ 298 にのぼる 6）。

公有化されたሙྜ、重文民家の維持管理には相ᙜの費用

がᚲ要なことがఛえる。市町村が維持管理を続けて行く

上での負担については、「建物のಟ⧋費用の負担」にぼ

全住Ꮿが回答し、ついで「ほぴ者数の増加をᅗること」

「管理費用の負担が重いこと」があࡆられている（ᅗ４）。 
公有化された重文民家は、公開を㐍めることが前ᥦと

なる。建物の一⯡公開の現状をᑜࡡた⤖ᯝ（表㸶）、「

ぼ常時公開」が 61 住Ꮿ（60.6％）あり、ᮇ日限定を含

めると 80 住Ꮿ（80.8％）を༨めた。ண⣙者や学術研究

に限定した公開はྜィ 12 住Ꮿにすࡂず、全యとして一

⯡公開が㐍ࢇでいる。 
所有する重文民家について、「保存・活用に関する検討

ጤ員をタ⨨し、それがᶵ⬟している」という回答は全

యの 14 住Ꮿにすࡂず、「保存・活用に関する検討ጤ員

をタ⨨したが、いまはᶵ⬟していない」が 10 住Ꮿ、「検

討ጤ員をタ⨨していない」が 75 住Ꮿであった。しか

しながら、2000 年以㝆に公有化した 23 住Ꮿでは 7 住Ꮿ

（30.4％）が「保存・活用に関する検討ጤ員をタ⨨し、

それがᶵ⬟している」と回答したことから、近年は地域

で検討ጤ員をタけて、⤌⧊的に活用等をすすめる市町

村が増えているഴ向が❚えた。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

㸴. ⏕ά㐨ල࣭家㈈のᘬࡂ⥅ࡁとぢᏛ⪅にఏえるᕤኵ  

居住者がいない公有重文民家では、建築物としての保

存だけではなく、ぢ学者にかつての暮らしの文化や住ま

いの工夫をどう伝えるのかが一つの大きな課題と考える。

公開の㝿に、通常のぢ学やゎㄝ以እに、「㞮㣭り」「₇ዌ

」「おⲔᖍ」など、重文民家の建物を活用した行の実

施については 69 住Ꮿで実施されていた。これらは、重

文民家の✵㛫の㨩力や、暮らしの文化をぢ学者に伝える

ための一手法といえる。しかし、こうした行を行って

いない住Ꮿも 30 住Ꮿ（30.3％）ある（ᅗ 5）。 

䜋䜌ᖖ公
㛤

᭙᪥䜔୍定
䛾ᮇ㛫を定
䜑䛶୍⯡公
㛤

㝈䜙䜜䛯≉
ู䛾᪥䛾䜏
୍⯡公㛤

ண⣙⪅に㝈
䜚䚸建物内
䛾ぢᏛをチ
ྍ

Ꮫ⾡◊✲以
እは䚸ཎ๎
㠀公㛤

⌧ᅾ䚸つ
ᶍಟ⌮➼で
ఇ㤋୰䚸䛭
䛾

61（61.6） 17（17.2） 2（2.0） 9（9.1） 3（3.0） 7（7.1）

⾲㸶 公有化ᚋの୍⯡公㛤について㸦N=99ࠊ()ෆ㸣㸧 

⾲ 4 公有化のᘓ≀ྲྀᚓについて(N=99ࠊ㸦㸧㸣) 

⾲ 5 公有のᅵᆅのྲྀᚓについて㸦N=99,( )ෆ㸣㸧 

建物ྲྀᚓに䛴䛔䛶 ఫᏯᩘ（䠂）

㢠ᕷ⏫ᮧ䛾㈝⏝ 15（15.2）

ᕷ⏫ᮧ䛾㈝⏝䠇ᅜ䛛䜙䛾⿵ຓ㔠 　4（㻌4.0）
ᕷ⏫ᮧ䛾㈝⏝䠇㒔㐨ᗓ┴䠇ᅜ䛛䜙䛾⿵ຓ㔠 11（11.1）
ᙜᐙ䛛䜙ᐤ㉗䛥䜜䛯 59（59.6）
䛭䛾 　9（㻌9.1）
᫂ 　1（㻌1.0）

ᅵ地䛾ྲྀᚓに䛴䛔䛶 ఫᏯᩘ（䠂）

㢠ᕷ⏫ᮧ䛾㈝⏝ 22（22.2）

ᕷ⏫ᮧ䛾㈝⏝䠇㒔㐨ᗓ┴䛾⿵ຓ㔠 㻌㻌1（㻌1.0）
ᕷ⏫ᮧ䛾㈝⏝䠇ᅜ䛛䜙䛾⿵ຓ㔠 㻌㻌7（㻌7.1）
ᕷ⏫ᮧ䛾㈝⏝䠇㒔㐨ᗓ┴䠇ᅜ䛛䜙䛾⿵ຓ㔠 11（11.1）
ᙜᐙ䛛䜙ᐤ㉗䛥䜜䛯 24（24.2）
ᕷ有地に移築 10（10.1）
ᅵ地は⏝ 㻌5（㻌㻌5.0）
䛭䛾 11（11.1）
᫂ 㻌8（㻌㻌8.0）

％ 

年㛫⥔ᣢ㈝

100ᮍ‶ 30(30.3）

100䡚500ᮍ‶ 28（28.2）
500䡚1000ᮍ‶ 17（17.2）
1000以ୖ 12（12.1）
↓ᅇ⟅ 12（12.1）

⾲ 7 重文民家のᖺ㛫維持管理㈝⏝㸦N=99ࠊ㸦 㸧ෆ㸣㸧 
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᫇䛾⏕ά㐨ල䜔ᐙ
㈈㢮を重文Ẹᐙ内
にᒎ♧䛧䚸⏕ά䛾
䜘䛖䛩䛜ឤじ䜙䜜る
䜘䛖に䛧䛶䛔る

⫋ဨ䜔䝪䝷䞁䝔䜱䜰
䛜䚸ᙜ䛾⏕άに
䛴䛔䛶ゎㄝ䛧䛶䛔
る

ゎㄝ䝟䝛䝹䚸䛛䛴
䛶䛾ᬽ䜙䛧䛾┿
な䛹をᒎ♧䛧䛶䛔る

᫇䛾㐨ල㢮䜔䛛䜎
䛹な䛹を䛳䛯య
㦂Ꮫ⩦を⾜䛳䛶䛔
る

䜲䞁䝍䠉䝛䝑䝖䛾䝩
䠉䝮䝨䠉䝆で䚸ᙜ
䛾ఫ䜎䛔䜔ᬽ䜙
䛧を⤂䛧䛶䛔る

䛭䛾䞉
᫂

≉にな䛧

䜋䜌㒊ᘬ䛝
⥅䛔䛰(㻺㻩16）

7（43.8） 13（81.3） 4（25.0） 10（62.5） 1（　6.3） 1（　6.3） 0（　0.0）

୍㒊をᘬ䛝⥅
䛔䛰(㻺㻩51㻕

21（41.2） 31（60.8） 4（　7.8） 26（51.0） 1（　2.0） 1（　2.0） 6（11.8）

ᘬ䛝⥅䛜な
䛛䛳䛯(㻺㻩30㻕

5（16.7） 13（43.3） 1（　3.3） 12（40.0） 1（　3.3） 3（10.0） 11（36.7）

建物や土地の公有化にྜわせて、くらしの伝ᢎにつな

がる、ྂ文᭩、⨾術工ⱁရ、生活道具・家財㢮の市町村

へのᘬき継ࡂの状ἣをᑜࡡた。99 住Ꮿ全యでは、⨾術工

ⱁရとྂ文᭩はᘬき継がれていないことがከいが、生活

道具・家財は 70％の住Ꮿで全部または一部がᘬき継がれ

ていた（表 9）。また、公有化時ᮇが᪂しいど、ྂ 文᭩、

⨾術工ⱁရ、生活道具・家財も建物の公有化とྠ時に、

市町村にᘬき継がれるケ－スが増加する。2000 年以㝆に

公有化した住Ꮿではᴫࡡ 80％で、生活道具やྂ文᭩等が

ᘬき継がれている（ᅗ 6）。 
表 10 は、᫇の生活をぢ学者に理ゎしてもらうために

行っている工夫を、生活道具・家財のᘬき継ࡂ状ἣとの

関ಀでみたものである。生活道具・家財をぼ全部ᘬき

継いだሙྜは、一部のみᘬき継いだሙྜやᘬき継がなか

ったሙྜにẚべ、᫇の生活道具㢮を重文民家ෆに展♧し

たり、ࣛ࣎ンࢸア等によるゎㄝが行われているྜが

高いഴ向がみられる。᫇の生活道具やかまどなどをっ

たయ㦂学⩦を実施するྜも高い。 
近年に公有化された住Ꮿでは、建物だけではなく、公

有化にྜわせてྂ文᭩や生活道具・家財等も市町村に移

管されるケ－スがከい。それらを建物ෆに展♧するなど

によって、人が生活していた㡭の暮らしをぢ学者に伝え

やすくなることがᮇᚅされる。 
 
㸵.公有重文民家の調査ࡽ 

アンケ－ト調査の回答を具య的に把握するために、公

有化の状ἣが␗なるについて、市町村の担ᙜ者や管

理者にࣄアࣜンࢢ調査を行った。ここでは公有化時に生

活道具や家財㢮などをぼ全部を市がᘬき継いだ、⇃谷

家住Ꮿ（ᓥ᰿┴大田市）と༓ⴥ家住Ꮿ（ᒾ手┴㐲野市）

の 7）から、公有重文民家で居住文化を伝える工夫に

ついて考えたい（表 11）。 
⇃谷家住Ꮿは、大᳃㖟ᒣ重要伝⤫的建造物⩌保存地༊

に所ᅾするၟ家である。公有化の 2001 年 12 月から╔手

されたಟ理工にともない、大田市がᘬき継いだ家財㢮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
のᩚ理をするために集まったࣃ－ト職員が学㆑経㦂者

（家具・道具・建築の生活史）の指ᑟを受けたことがき

っかけで、2011 年に地域の女ᛶによる「家の女たち」が

⤌⧊された。それとྠ時に指定管理者として、⇃谷家住

Ꮿの維持管理と公開、かまどで⅕㣤するなどのయ㦂学⩦

の開ദを積ᴟ的に行っている。特筆する点は、ᐤ㉗され

た 3,291点におよࡪ生活道具㢮のࣜスト化と、住Ꮿෆに

居住者がっているかのように道具㢮を展♧することで

生きた住Ꮿを₇ฟしていることである。「家の女たち」で

は、「ྂい住Ꮿをぢせる」と「家財のしつらいをぢせる」

の２点に║を⨨き、「しつらいを調えた日本家ᒇをぢ

せる」活動を㐍  
めている。 
༓ⴥ家住Ꮿは

2013 年に㐲野

市に移管された

大ᆺの᭤がりᒇ

住Ꮿである。 

㒊ࡰ
⥅ࡁᘬࢆ

いࡔ
୍㒊ࢆᘬ
ࡔい⥅ࡁ

ᘬࡁ⥅が
ࡓࡗ࡞ ↓ᅇ⟅

1㻕ྂ文᭩(㻺㻩99㻕 22（22.2） 18（18.2） 58（58.6） 1（1.0）
2）⨾⾡ᕤⱁရ(㻺㻩99㻕 12（12.1） 23（23.2） 63（63.6） 1（1.0）
3）⏕ά㐨ල䞉ᐙ㈈(㼚㻩99㻕 17（17.2） 52（52.5） 30（30.3） 0（0.0）

⾲㸷 公有化にྂ文᭩➼ࢆ⮬య⛣管ࡓࡋఫᏯᩘ 㸦㸧㸣 

ᅗ㸳 ぢᏛ௨እに⾜ࡗている公㛤⾜㸦N=99,」ᩘᅇ⟅㸧 

％ 

ᅗ 6 公有化ᮇูにྂࡓࡳ文᭩➼の⮬యの⛣管⋡(N=99) 

⾲ 10 ⏕ά㐨ල࣭家㈈のᘬࡂ⥅ࡁ状ἣとぢᏛ⪅にఏえるᕤኵ 

ὀ：生活道具㢮のᘬき継ࡂ状ἣูに」数回答、༢ 住Ꮿ数、（ ）％ 

％ 
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㐲野市のほග施タ

を管理㐠営する

「㐲野市ࡩるさと

公♫」が管理して

いるが、ᑗ来は地

域住民で༓ⴥ家住

Ꮿをᨭえていくこ

とを┠ᶆに、公有

化にྜわせて、地

域住民による「重

文༓ⴥ家の活用を考える」が立ちあࡆられた。では、

学㆑経㦂者（民家保存）の協力をᚓて、住民が༓ⴥ家住

Ꮿについて学びながら住Ꮿの活用をヨ行している。市の

担ᙜ者が「方にᚭする」という᫂☜な立ሙをሀ持する

ことで、地ඖ住民の活動の⮬⏤ᗘを高めている点が大き

な特ᚩである。2016 年ᗘから大つᶍಟ理にධったが、ಟ

理୰の公開や市がᘬき継いだ家財道具㢮のᩚ理・活用方

法の検討を行っている。 

⇃谷家住Ꮿは、地域の文化を▱る住民⤌⧊が指定管理

者になっている。༓ⴥ家住Ꮿも地域住民による管理を┠

指して育成をすすめている。୧ともに、地域の生活

文化を▱り、ᙜヱ住Ꮿにឡ╔を持つ地域住民が公有重文

民家の管理を行う点がὀ┠される。 

 
㸶.ࡲとめ 

本稿では、個人所有からの移行が増えつつある公有重

文民家に╔┠し、公有化の経緯および維持管理の現状を

検討した。ᚓられた▱ぢはୗグのようにまとめられる。 

1）重文民家は 1970年代に指定されたものがከい。それ

らが、近年になって徐々に市町村へ移管されるケ－スが

ฟてきている。公有化の理⏤には、日常の維持管理の経

῭負担が᭱もከい。 

2）公有化にあたり、建物については⣙ 60％がᐤ㉗であ

る。土地のᐤ㉗はᑡなめであるが、近年は土地も市町村

にᐤ㉗されるケ－スが増えている。しかし、公有重文民

家の維持管理費への市町村の負担は非常に大きい。 

3）建物や土地の市町村移管に加え、生活道具や家財㢮、

⨾術工ⱁရなどの移管も近年は増加している。2000年以

㝆に移管された 21 住Ꮿについては、⣙ 80％がྂ文᭩、

生活道具や家財㢮、⨾術工ⱁရを市町村に移管している

ことが᫂らかになった。また、生活道具や家財㢮のṤど

が市町村に移管されたሙྜは、᫇の生活道具㢮を重文民

家ෆに展♧したり、ࣛ࣎ンࢸア等によるゎㄝが行われ

ているྜが高いഴ向がみられた。᫇の生活道具やかま

どなどをったయ㦂学⩦を実施するྜも高い。 

4）生活道具・家財のṤどが市に移管された⇃谷家住Ꮿ

と༓ⴥ家住Ꮿでは、ᙜヱ住Ꮿにឡ╔を持つ地域の住民⤌

⧊によって、住Ꮿの管理が行われることで、生活道具㢮

を活用して居住文化を伝える₇ฟにつながるྍ⬟ᛶが♧

၀された。 

 以上のように、維持管理の経῭的負担から市町村にᐤ

㉗される重文民家がᑡなくないが、公有化するとᗘは

市町村の管理負担が大きい。この点を㋃まえると、維持

管理の負担を㍍ῶすることで、所有者による重文民家の

管理をᨭする⤌みづくりが᪩ᛴにᚲ要と考えられる。

そのことにより、ྠ時に居住文化の継ᢎもྍ⬟となる。

しかしながら、公有化に⮳ったሙྜは、地域の住民⤌⧊

に管理をጤクして、地域の文化を▱る住民が重文民家で

生活道具㢮をった生活再現を行うことができれࡤ、建

物の保存に加えて居住文化を地域で伝えていくことに一

定程ᗘは㈉⊩できるのではないかと考える。 

 
ㅰ㎡：本ሮの調査は、平成 26㹼28 年ᗘ⛉学研究費⿵ຓ㔠・ᇶ┙研究(㹁)、
「住み手とともに居住文化を伝える重文民家のࢿ࣐ジ࣓ントと活用ࣔ

ྕ␒の研究」（課題ࣝࢹ 26420606、研究代表者 碓田智子）によって実

施した。調査にご協力いただいたྛ市町村のⓙᵝにお♩⏦し上ࡆます。 
࠙文⊩ࠚ 

1)碓田智子か５名、個人所有重文民家の居住と維持管理および公開・

活用課題－全国の重文民家の個人所有者と市町村担ᙜ者を対象とした

調査から－、日本建築学住Ꮿ⣔研究ሗ࿌ㄽ文集 㸶、pp.249-256、2013 
2)全国重文民家の集い⦅、重文民家と生きる、学ⱁฟ∧♫、2003 
3)ዉⰋ文化財研究所、ᮌ造建造物の保存ಟのあり方と手法、「➨３❶ 

住Ꮿ建築保存ಟの考え方と手法」（ᶓ国立大学 大野ᩄか）、2003 
4)平ᒣ育⏨、国指定重要文化財農家における移築について、長ᒸ造ᙧ大

学⣖要、５、pp-58-66、2008 
5)平ᒣ育⏨、国指定重要文化財の民家における保存移築について、長ᒸ

造ᙧ大学⣖要、㸴、pp-98-102、2009 
6）碓田智子か 5 名、公有化された重文民家の維持管理と活用の課題          

－全国の公有重文民家を対象としたアンケ－ト調査から－、日本建築学

近␥ᨭ部研究ሗ࿌集・ィ⏬⣔、➨ 56 ྕ、pp.525-528、2016 
࠙ὀ㔘ࠚ 

1)「特定非営利活動法人 全国重文民家の集い」は重文民家の所有者の

ᅋయである。重文民家の維持・管理・保全୪びに、有ຠな活用に関する

ሗのඹ有化を┠的とした活動等を行っている。ཧ加重文民家は⣙ 130
住Ꮿである。 
2）本稿は文⊩ 6）を࣋－スに、ࢱ－ࢹや分ᯒを加え再考した。 
3）「国指定文化財等࣋ࢱ－ࢹ－ス」はୗグに公開されている。 
URL：http://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/index_pc.html 
4)調査回答の 99 住Ꮿについては、市町村所有が 98 住Ꮿ、国所有・市町

村管理が 1 住Ꮿである。 
5）⇃谷家住Ꮿ、༓ⴥ家住Ꮿ、ᪧすᑿ家住Ꮿ、㬨ụ᪂田（本ᒇ）、ᪧᒸ田

家住Ꮿ、ᒣཱྀ家住Ꮿおよびྂ市家住Ꮿ（個人所有・⮬య管理）の 7 

について、2015 年から 2017 年 2 月にかけて調査を行った。 
6）アンケ－トで維持管理費用のグධがあった住Ꮿについて⟬ฟした。

年㛫維持管理費は 88 住Ꮿ、年㛫人件費は 66 住Ꮿの平ᆒ値である。 
7）⇃谷家住Ꮿの調査は 2015 年 1月、༓ⴥ家住Ꮿの調査は 2016 年 3 月

に実施した。 

⾲ 11 ⇃㇂家ఫᏯと༓ⴥ家ఫᏯのᴫせ 

ఫᏯྡ
⇃㇂ᐙఫᏯ
（ᒇ）

༓ⴥᐙఫᏯ(
ᒇ）

እほ

建築ᮇ
Ụᡞᚋᮇ

（1804㻙1817）
Ụᡞᮎᮇ

（1830㻙1867）

重文指定年 1998 2007

公有化年 2001 2013

所有⪅ ᓥ᰿┴⏣ᕷ ᒾᡭ┴㐲㔝ᕷ

⟶⌮⪅䞉ᅋయ
指定⟶⌮⪅䛂ᐙ
䛾ዪ䛯䛱䛃

指定⟶⌮⪅䛂㐲㔝
䜅る䛥と公♫䛃

ྂ文᭩ 䜋䜌㒊ᘬ⥅䛠 䜋䜌㒊ᘬ⥅䛠

⨾⾡ᕤⱁရ 䜋䜌㒊ᘬ⥅䛠 䜋䜌㒊ᘬ⥅䛠

⏕ά㐨ල䞉ᐙ㈈ 䜋䜌㒊ᘬ⥅䛠 䜋䜌㒊ᘬ⥅䛠
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